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AtKumamotoUniversityCollegeofMedialScience,moststudentsdotheirowncooking・
Therefore,wepresumedthattheirnutrientconditiondeclinesandstudentswithirondefi-
ciencyincrease,Inourinvestigationo57％ofthemalestudentsattendingschoｏｌｆｒｏｍｈｏｍｅ
(home-commutingstudents），82％ofmaleselfboardingstudents，２５％ｏｆｆｅｍａｌｅｈｏｍｅ‐
commutingstudentsand48％offemaleself-boardingstudentsdidnoteatagood
breakfast・Wemeasuredthecompletebloodcountsandlevelsofserumferritin（S-Fer）ｉｎ５０
ｍａｌｅａｎｄｌｌ７ｆｅｍａｌｅｃｏｌｌｅｇｅstudents,Inaboutl5％ofthefemalehome-commutingstudent
andabout15％ofbothmaleandfemaleself-boardmgstudents,thehemoglobin（Ｈｂ）ａｎｄＳ‐
Ferlevelsshowedadecreaseofmorethan５％ａｎｄ３０％，respectively,２yearsafteradmission
totheconege､１，１２％ofthemaleself-boardingstudents,１２％ofthefemalehome-commuting
studentsand27％ofthefemaleselfLboardingstudents,theHblevelwasunchangedbuttheS-
Ferlevelsdecreasedmorethan30％duringthesameperiod,Webelievethattheirirondefi-
ciencywascausedbyirregularmeals．

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：irondeficiency，hemoglobin,serumferritin,collegestudent

はじめに 喪失分が食事などから吸収される．このように，

鉄の生体内代謝はほとんど閉鎖系調節によって

営まれているｗ)．したがって，ヘモグロビン

(Hb)，血清鉄（S-Fe）および血清フェリチン

(S-Fer）濃度を左右する主な因子は赤血球

(RBC）の産生・崩壊の程度および鉄摂取状況

である．

健常人が食物から鉄を補給しようとする場合，

鉄の吸収率は極めて低い（約10％）ので，実際

に食物から摂取できる鉄は１日０．５～1.5ｍｇで

ある')．男性の場合食事によって日常の身体活

動による鉄喪失量を補充できるが,女性では月

経による鉄の喪失（一周期当り平均約30mg）

もあるので，鉄欠乏状態になりやすい3)．

スポーツでもＨｂ尿や貧血を起こすことが知

られている．運動性貧血の原因として，発汗に

よる鉄の損失，激しい運動による赤血球の機械

生体内の鉄約4000ｍｇのうち，約2／3が血色

素鉄（ヘモグロビン）として赤血球内に，残り

約1／3が貯蔵鉄（フェリチン，ヘモジデリン）

として肝臓,脾臓，骨髄などの組織内に存在す

る．血漿中にはトランスフェリンと結合した鉄

が３～４ｍｇ存在し，この鉄は骨髄に運ばれ赤

血球の合成に利用される[ｗ､赤血球は寿命（1

20日）を終えると崩壊し，網内系細胞によって

処理される．血色素の分解によって遊離した鉄

はトランスフェリンと結合して再び赤血球の合

成に用いられるか，あるいは貯蔵鉄プールに入

る．鉄は尿,十二指腸液などから失われること

は少なく，腸粘膜や皮閼から１日約１ｍｇ喪失し’

①熊本大学医学部付属病院中央検杢部
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図１大学入学時及び三年時のヘモグロビン価

く＞：伯胴区間5%の平均値
図２大学入学時及び三年時の血清フエリチン値

く＞：世ｉｎ区間5％の平均値

を調べるための血清は測定時まで-80℃に保存

し，同じ人の検体は同時に測定した．

的溶血などがあげられる⑪-6)．

当熊本大学医療技術短期大学部では，大半の

学生が自宅外生活をしているために，高校生の

時に比べて食生活に変化がみられるのではない

かと思われる．また，高校時代と比べて運動量

の減少が予想される．このような，大学入学後

の生活環境の変化に伴って，ヘモグラムや血清

フェリチン（S-Fer）値が実際にどのくらい変

動するかを調べた．

結果

1）入学時と三年時におけるヘモグラムおよび

S-Fer値の比較

入学時と三年時のヘモグラムを測定し得た男

性50名および女性117名のHb値を図1に示した．

男性では入学時および三年時のＨｂの平均値は

それぞれ16.0±1.19／dｌ（天±SD)に15.6±1.

19／dｌ（家士ＳＤ)，女性では13.2±１．０９／ｄｌ

(文士SD)，13.0±1.09／dｌ（又±SD）であり，

男女とも三年時が入学時に比べて有意に低下し

ていた（p＜0.05)．また，入学時にＨｂ値が129

／d1未満であった女子学生13名（11.1％）につ

いては，貧血が改善するような指導を行ってき

たにもかかわらずⅡ三年時には貧血例が21名(1

7.9％）に増加していた.

RBC数についてみると，男性では入学時およ

び三年時の平均値はそれぞれ.(15.6±0.29)×１

０`／〆１（壷±SD)，（5.05±0.35)×10`／〆１

(又±SD)，女性では（4.41±0.30)×10`／似ｌ

(ｘ±SD)，（4.30±0.28)×10`／β１（又±SD）

でありロ男女とも三年時が入学時に比べて有意

に減少していた（p＜0.05)．

対象および方法

1）対象

昭和63年度から平成２年度入学の大学生のう

ち，入学時と三年時のヘモグラムあるいは

S-Fer値を測定し得た学生で，白血球が10×103

／似1未満であった人167名（男性50名，女性11

7名，年齢分布幅18歳～25歳）を調査対象とし

た．

2）方法

へモグラムは自動血球計測器コールターカウ

ンター（MODELJT）にて３回連続測定を行っ

た．血清フェリチン（S-Fer）値の測定には，

エルジアーFelTitinキット（ElA法ミドリ十字）

を用いた．なおⅢ条件を一定にするために採血

は４～５月の午前中に行った，また，S-Fer値

－３６－
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表１大学入学112年間におけるヘモグロビン値および血清フェリチン値の変動

８名２６名３３名５９名

ﾉＭ'：大学入学時より5%以上の111減
Ａ、Ｖ：大学入学時より30％以上の増減

HbliH

S-Fe値

べた．その際，各項目の増減の基準値を次のよ

うに定めた．RBO数およびHb値では，今回用

いた自動血球計数機の再現性Ⅲ日差変動などを

考慮して，増減の基準値を５％とした．一方，

S-Fer値では測定試薬の再現性を考慮して30％

を増減の基準値とした．

自宅生と自炊生別に大学入学後のRBC数お

よびHb債の変動を調べた．入学時に比べて三

年時のRBC数,Ｈｂ値の変動幅が５％未満であっ

た人が，自宅生，自炊生とも男性に約40％，女

性に約30％みられた．RBC数，Ｈｂ値ともに減

少した人が,男性の自炊生に約30％，男性の自

宅生および女性の自宅生と自炊生に20％前後み

られた．一方，RBC数,Ｈｂ値とも増加した人が，

男性では自宅生に18％，自炊生に５％，女性で

は自宅生に14％，自炊生に１％みられた．また，

RBC数は変動せずHb値のみ上昇した人が，男

女とも自炊生および自宅生に10％前後みられた．

自宅生と自炊生別に大学入学後のHbおよび

S-Fer値の変動を調べ，その結果を表１に示し

た．三年時のＨｂ値，S-Fer債の変動幅がそれぞ

MOVの平均値は，男性の場合入学時90.8±4.

2m（又±SD)，三年時91.0±3.7fｌ（又±SD）

であり，両群間に有意差はみられなかった．一

方,女性のMCVの平均値は，入学時90.3±4.9

f1位±SD)，三年時89.5±4.7fl（文士SD）で

あり，三年時が入学時に比べて有意に低下して

いた（p＜0.05)．

男性50名，女性92名における入学時と三年時

のS-Fer値を図２に示した．男性の場合，入学

時および三年時のSFerの平均値はそれぞれ61.

6±39.5,9／(文士SD)，５５．１±31.7,9／ｍｌ(文

士SD）であり，三年時が入学時に比べて低下

する傾向を示した．一方，女性のS-Ferの平均

値は，入学時34.1±23.7,9／ｍｌ（又±ＳＤ)；三

年時22.9±21.0,9／ｍｌ（又±SD）であり，三

年時が入学時に比べて有意に低下していた（ｐ

＜0.05）

2）大学入学後２年間におけるRBC数，Ｈｂおよ

びS-Fer値の変動

各学生毎に，三年時のRBC数，ＨｂおよびS-F

er値が入学時に比べて変動しているか否かを鯛

－３７－

Ｈｂ S-Fer
男性

自宅生 自姓生

女性

自宅生 白仕生

イ

４

一

ウ

≦12,9/ｍＩ

1名(125％）

１（12.5）

Ｏ（Ｏ）

Ｏ（Ｏ）

0名（０％）

Ｏ（Ｏ）

Ｏ（Ｏ）

Ｏ（Ｏ）

3名（9.1％）

２（6.1）

Ｏ（Ｏ）

１（３．０）

1名（１．７％）

１（１ 7）

４（６ B）

２（3.4）

一

４

←

Ｖ

≦12,9/ｍＩ

Ｏ（Ｏ）

５（62.5）

Ｏ（Ｏ）

Ｏ（Ｏ）

３（11.5）

７（27.0）

３（11.5）

１（3.8）

Ｏ（Ｏ）

５（ 5.2）

４（ 2.0）

４（ 2.0）

３（5.1〉

Ｂ（1３ 6）

1６（2７ ､）

３（５ 1）

↓

４

二

ウ

≦12,9/ｍＩ

Ｏ（Ｏ）

１（12.5）

Ｏ（Ｏ）

Ｏ（Ｏ）

１（3.8）

Ｂ（30.9）

３（11.5）

Ｏ（Ｏ）

２（6.1）

２（６ 1）

５（1５ 2）

５（15.2）

２（3.4）

５（85）

９（15.2）

５（ａ５）

計 8名 26名 33名 59名
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図３食生活に関するアンケート鯛査

れ５％未満,３０％未満であった人が，男性の場

合自宅生に63％，自炊生に27％Ⅲ女性の場合自

宅生および自炊生に15％前後みられた．Ｈｂ値

は変動せずS-Fer値のみ低下した人は，男女と

も自宅生より自炊生に多い傾向を示した．Ｈｂ

値，S-Fer値がともに低下した人は，男性の自

宅生にはみられず，男性の自炊生および女性

(自宅生，自炊生）に15％前後存在した．一方，

Hb値，S-Fer値の両方あるいは片方増加した学

生が,男女とも自宅生の約20％，自炊生の約１０

％にみられた．

3．食生活に関するアンケート調査結果

図３に示すように，三食きちんと摂っていな

い学生が,男性の場合自宅生に57％，自炊生に

82％，女性の場合自宅生に25％，自炊生に48％

みられた．三食摂っていない学生のほとんどが

朝食を抜きであった．そして，自炊生で朝食を

摂っていない学生の大多数が,昼と夜の食事を

学食，出来合いの弁当およびファーストフード

で賄っていた．

4）運動量に関するアンケート調査では，

高校の頃までと比べて運動量が減ったと答え

た学生は男女とも86％であった．

考察

貧血の生じる原因としてⅢ鉄摂取不足（摂取

量不足,吸収障害)，鉄需要増大（発育，妊娠)，

鉄排泄障害（消化管障害，月経異常）などが挙

げられる．貧血に先立ってまず貯蔵鉄の動員が

起こり，不足するヘモグロビン鉄を補う時期が

ある．この時期が潜在性鉄欠乏状態（Hb値正

常,S-Fer値異常低値）である')-7)．生体内で

鉄欠乏が貧血状態として現れるのは，鉄欠乏状

態がかなり進行した時期である３)．このような

鉄欠乏性貧血は栄養性貧血の一種であり，栄養

摂取との関連が深いい，).鉄の消化管吸収率は本

,来低〈，鉄をどのような食品から摂るか，さら

に食事中に鉄の吸収を促進したり，阻害する成

分がどの程度含まれるかによって影響を受け

る10>・

今回の調査で三年時のHb値,S-Fer値が一年

時に比べて両方低下している学生は，男性の自

宅生にはみられずｂ男性の自炊生および女性

（自宅生，自炊生）に各15％前後みられた．Ｈｂ
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値は変動せずS-Fer値のみ低下している学生は，

男女とも自宅生より自炊生に多い傾向がみられ

た．アンケート調査では，食事を三食きちんと

摂っていない学生が，男性の場合自宅生に57％，

自炊生に82％Ⅲ女性では自宅生に25％，自炊生

に48％みられた．とくに朝食抜きが多く，自炊

生で朝食を摂っていない学生の大多数が昼食と

夕食を学食や出来合いの弁当などで賄っていた．

このような不親則な食生活による栄養摂取不足

によって，Ｈｂ値やS-Fer値の低下が生じたもの

と思われる．

入学時にHb値が129／d1未満であった女子学

生は，強化鉄食品を食べたり，鉄剤を服用した

りして，１年生の終わりまでにはいったん貧血

が改善した．しかし，その大多数が三年時には

再びHb値が低下していた．このような学生の

ほとんどが偏食,朝食抜きをしており，食事以

外の要因による貧血例は１例にすぎなかった．

運動性貧血が起こるのは，トレーニングに伴っ

て鉄損失，赤血球の破壊，タンパク質の消費な

どが起こるためであると考えられているｲ)-い、

当医療技術短期大学部では，体育実技の時間が

少ないし，放課後にスポーツを行う時間も極め

て少ない．アンケート調査でも大多数の学生が

高校時代よりも運動量が減ったと解答している

ので，運動量の減少に伴ってＨｂ値やS-Fer値が

上昇する人，および鉄欠乏状態が改善する人が

増加するのではないかと予想していたが，Ｈｂ

値，S-Fer値の両方または片方が上昇した学生

は，男女とも自宅生では約20％，自炊生では約

10％であった．予想に反して生体内鉄保有量の

低下例が多かったことは，運動量減少に伴う鉄

の損失よりも，日常の食生活における鉄補給不

足が大きいことを示唆していると思われる．運

動量と鉄欠乏との関係については，今後ひき続

き検討を加えた上で，詳しい考察をする予定で

ある．

まとめ

大学生167名（男50名]女117名）について入

学時と三年性時のヘモグラムおよびS-Fer値を

調査し，次のような結果を得た．

1）三年時のＨｂ値，S-Fer値が入学時に比べて

それぞれ５％，３０％以上低下している学生は，

男性の自宅生にはみられず，男性の自炊生およ

び女性（自宅生，自炊生）に各15％前後みられ

た．また，S-Fer値のみ低下している人が,男性

では自炊生にのみ12％，女性では自宅生に12％，

自炊生に27％みられた．

2）食事を三食きちんと摂っていない学生が，

男性の場合自宅生の57％，自炊生の82％，女性

では自宅生の25％，自炊生の48％にみられ，こ

のような不規則な食生活が生体内鉄減少の要因

であると思われる

3）Ｈｂ値あるいはS-Fer値がそれぞれ５％，３０

％以上増加している学生が,男女とも自宅生に

約20％，自炊生に約10％みられた．
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